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■企画
貯蓄増強中央委員会

スタッフ
■製作・脚本・演出
村山英治

■撮影
江連高元

■撮影助手
田中　行

■助監督
遠藤　明

■編集
沼崎梅子

■音楽
間宮芳生

■解説
川久保　潔

フランスはぶどうの村で
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ブルゴーニュ地方の葡萄は、紀元10世紀頃に、ローマ人の牧師が牧
草の育ちの悪い荒地に葡萄を植え、教会を建てたのが始まりだとい
う。ヨーロッパの葡萄畑は、棚作りでなく畝作りで低い柵に葡萄の
枝をからめてある。農家の造りは、自然石を積み上げて壁とし、ど
の家も 2階が住居、下は葡萄酒を醸造する石室になっている。
　葡萄の収穫が始まった。都市に出ている若い男女も、この時期に
は休暇を取って帰ってくる。親戚や非農家の者も移動労働者のジプ
シー（ロマ）たちも手伝いに来て、村は明るい活気を帯びていた。
小作農たちが収穫した葡萄を地主の邸に運び込み、大きな搾り機で
実を潰す。昼間摘んだ葡萄はその夜のうちに搾らないと葡萄酒の味
が落ちるので、作業は朝方まで続く。
　老人は若い家族と別居して暮らす風習があり、その伝統的な生き
方に自信を持っている。お爺さんたちは、村のひなびたレストラン
でトランプ遊びをしたり、お婆さんたちは昼間から道に椅子を出し
て編み物などしながらお喋りを楽しんでいる。年寄りと若者はつか
ず離れず暮らしてお互いに干渉しない。
　収穫が終わってもとの静けさに戻った村から、勤めにいく若者た
ちを追って町へ出てみた。町には若者をひきつける活気がある。町
はずれにダンスホールがある。見合い結婚の風習のないフランスで
は、ダンスは異性と知り合う大事なチャンスで、村の若者も出掛け
ていく。娘たちは自由奔放に見えるが、たくさんのシーツや枕カバー、
貯金通帳など、自分たちの嫁入り支度を15〜 6 歳から働いて用意す
る堅実な面も持っている。しかし、フランスでも若者たちは就職口
を都市に求めて、農業を継ぐ者は減っているという。


